
様式２

就職指導の改善に関する研究実績報告書

学校名 北海道千歳北陽高等学校 就職支援教員名 三橋 孝

１ 活動状況等
（１）早期離職の改善に向けた企業等との連携

・本校の昨年度卒業生が勤務する事業所30社へ企業訪問を行い、卒業生の就労状況と雇用主
の意識について調査した。
・本校の過去３年間卒業生の就職先124社へ、離職の実態や課題等について、アンケート調
査を行った。
・「千歳市民の意見を聴く会」を開催し、地元の商工会議所、観光連盟、工業クラブ等の方々
と意見交換を行った。

（２）関係機関等と連携した、効果的な就職支援
・公共職業安定所、進路相談員と連携し、新規求人開拓や就職指導の開発を行った。
・就職指導について、本校と同様の課題の改善に取り組む先進校、東京都立高校３校を視察し
た。

２ 研究の成果と課題
・企業訪問やアンケート、意見交換を行った企業等との連携が深まった。あわせて、企業訪問
で卒業生と面談するなど、本研究での取組により、北海道の早期離職率（34.0％）と比べ
本校の早期離職率（27.8％）は今年度6.2％良好であった。また、本校の本年度就職内定
率（98.9％）が、昨年度内定率（94.2％）より4.7％向上した。

・早期離職を防止するには、職場内の円滑な人間関係やコミュニケーションが重要であること
が分かった。また、予め職種や業種、事業所の業務内容に関する知識を深め、生徒が思い描
くイメージと実際とのミスマッチが生じないよう、高校在学中に職業に関する知識や職業観
を育成することが重要であることが分かった。

・本校卒業生が勤務する事業所から、就労するに当たり、読み書きや一般常識、挨拶やマナー
など、基礎学力や基本的生活習慣の確立について、高校での指導を強化してほしいとの指摘
が多かった。

・公共職業安定所と連携して、千歳地区就職促進会やジョブカフェ就職セミナーを本校で開催
し、就職希望者への指導を充実させることができた。

・他校視察より、生徒の特性に応じて日常の学習指導や生活指導を行うこと、また、進路選択
に関して丁寧に個別の支援を行うことが、就職先での定着率の向上に繋がることを事例から
学ぶことができた。

３ 次年度以降への改善策
・円滑な人間関係を築く力やコミュニケーション能力の向上に関し、先進校の事例を参考にし
ながら、個別の支援や指導を推進する。

・事業所から要望があった基礎学力の向上に関わり、次年度入学者より、入学後から夏休みま
での期間で、英数国の３教科について、小・中学校段階の学習から学び直しを行う「習熟度
別のモジュール授業（短時間授業）」を実施し、学力の定着を図る。

・地元企業での実習や外部講師を依頼するなど、地域の企業と高校とが協働して行う、特色あ
る教育活動を開発し展開する。

４ 参 考
○就職内定率等の状況（卒業時現在）

早期離職率
年 度 就職希望者数 内定者数 内定率 (過去３年以内に離職)

令和元年度 91 90 98.9％ 本 校 27.8％

平成３０年度 121 114 94.2％ 北海道 34.0％

※ 資料等がある場合は添付すること。


